
2005年の終わりに、私はその北京の家を購入しました-それは清華大学の家族エリアに建てものです。

 2006年の初めに、私は家所有者委員会に参加し、世界の正義に貢献したいと思いました。

後に、家所有者委員会は、泥棒が泥棒を叫び、捕まえるというトリックにすぎないことが発見されました。

彼らは最初に行動し、犬の足を使って家所有者委員会の席を占領しました。

正義に本当に貢献したいのは私だけです。不動産の所有者は、清華大学の高官または清華大学より高官です。

彼らは無数のドッグレッグを送って私の経歴を尋ねました。同時に、将校の妻と関連するドッグレッグを送って、

母を麻雀に連れて行ってもらいました。当時、そこに住んでいたの私の家族は2人だけでした。

母と私は、すべて囲まれています。私の母は麻雀上手であり、農民であり、役人も知らないし、北京の闇も知らない。

私たちが最初に北京に到着したとき、私たちは誰も知りませんでした。家所有者委員会に参加しているため、

犬の足に囲まれています。母は公務員の妻から数百元を勝ち取り、誇らしげなことを言った。

帰り道、地域で犬に噛まれた！私は警察に電話した。警察は「満足するまで大事に！」と言って、

それから我が家の災害が始まりました。 2007年5月21日、深センの会社が略奪され、すべての従業員が深夜

まで隔離され、その後、全員が拘置所に拘留されました。私の弟は深セン会社の法人です。

彼らは私の弟に200,000元を要求したが、私の弟は拒否した。そのため、会社全体が閉鎖され、仕事に使用

されていたコンピューターがすべて持ち去られ、70万元以上の商品が持ち去られました。商品に問題は

ありません。北京でそれについて聞いた後、私は助けを求めるためにメディアと様々な中国政府当局者の

メールをを送りました。彼らは何百匹ものわんわんを送って、ソフトとハードの両方をするために私に来ましたが、

公平性はありません！ドッグレッグもバッカーも信じられないので、助けを求める手紙を送り続けるしかありません。

私の隣人、清華大学の高龄教授は私に彼らを訴えるように頼んだ。私は農民が役人として敗北することができるとは

信じていませんでした。しかし、高龄教授のただの言葉のおかげで、私は自分で訴状を書き、それを海淀裁判所に

ファックスしました。同時に、私のクラスメートの1人が、苦情を手伝ってくれると言っていました。

費用は20万元になります。私は彼に200,000元を送金し、数日以内に私は自分で拘留センターに連れて行かれました。

半年間拘留され、自分の下着も着ることができず、前の囚人が着ていた汚れた服を着なければなりませんでした。

外の世界との接触はありません。完全に死んだ。それが苦しんでいない場合でも、外にはまだ生きている親戚がいませんとき

私は早く自殺した。私の弟は1年間拘留されました。私の兄といとこはそれぞれ8ヶ月間拘留されました。

真ん中の3つの「試行」はすべてナンセンスでした。法廷の日はどんよりと風が強くて強かった。私が刑務所に入れられた日、

大雨が降った。大きなムードラを両手、10本の指、両手のひらで同時に押すように言われ、死刑にされた可能性が高いです！

私たちを解放する前に、私たちが完全に黙ってしまうことを意味するナンセンスな「オープンコート」」がなされました。

さもなければ、私たちは捕まって殺されてしまうでしょう。

私を救うために外に見知らぬ人がいるはずで、そうでなければ私は早く死んでいたでしょう。

苦情の20万人民元のお金も犬の足によって取られました。 700,000人民元以上の商品は返品されていません。

すべてのコンピューターデータがコピーされます。私たちがついに刑務所から出たとき、ハードドライブはひどく

てすべてが落ちました。刑務所から解放された後、犬の足に「レンガを投げるとあなたを殺すことができる」と言った。

つまり、今度は部下は慈悲深く、黙ることを学ばなければなりません。 （犬は言った：「私はあなたの会社から

いくらかのお金を手に入れたかっただけです、しかしあなたは大きな混乱をしました、それであなたは拘置所で

教育されるべきです！」）とても寒かったので正義の希望が見えなかったので、黙って命を奪うしかありませんでした。

2018年から北京で住宅の売却を推進しました。2020年7月、黒の役人が犬の足と仲介チェーンの家族に協力して家を

手配しました。黒のピット契約が締結された後、中央纪律検査委員会見たいの心が襲い、低コストの契約と黒い協定に

署名することを余儀なくされました、679万の家の支払いは支払われません、そして私は家を更名したいと思います！

同意しません。 2020年10月21日、深センの私の会社が再び不法に略奪されました。2007年に同じ警察署でした。

地区を越えた「法執行機関」が家を略奪するようになりましたが、全員が逮捕され、すべてのコンピューターが

取り外されました。同時にとれました90,000RMB以上の価値のある商品。もう一度しました。

彼らは人々を手放しました。コンピューターのデータがコピーされました。商品は2か月以上差し引かれ、

ついに弟に返還されました。しかしそれ以来、たくさんのプロの詐欺師が私の弟を取り囲み、文句を言わないよう

に彼に言いました。私に話しかけないように彼に言いました。私は私の北京の家のすべての関連文書を私の弟に

送りました、そして今彼らは私の知らないうちに私の弟に署名して所有権を譲渡するようにだまそうとしています！

 679万元のペニーを支払わないことが彼らの目標です。庶民が死ななければ、心が窒息しているのではないでしょうか。

悪いことをするために世界のドッグレッグを動員することをいとわないが、

正しい道に少しの努力を費やすことをいとわない。
これが中国の黒役人の心理です。



2007年の刑務所事件で700,000元相当の商品を奪われたチリのお客様からの通信,

当時、700,000人民元が北京ゴールデンランドの100平方メートルの家を購入することができます。

2005年から古いなお客様です。

私の兄弟3人で刑務所に捨て後で、彼達の犬はチーリの客様にcny220000で詐欺やりました。

私はお断りで客様に教えてしました。

２００８年、刑務所から出ったの私とmarceloの通信です。その時、弟まだ刑務所にいます。私は心配です。
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